
新商品

EQi(H)-6001CNM
貫流ボイラ  換算蒸発量：6,000kg/h

ガス焚 油焚
通常時

（13A） （A 重油）
震災時
緊急時

切替可能 !切替可能 !

大型貫流ボイラの
 燃料切替専焼仕様
 をラインナップ

最高使用圧力

0.98MPa
1.57 MPa
1.96 MPa



EQi(H)-6001CNM燃料切替専焼ボイラ

K0A0334
2022.01R

■仕様表■外形寸法図

ボイラー及び圧力容器安全規則
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（注）１．性能等の表示は、（一社）日本産業機械工業会の「貫流ボイラ性能表示ガイドライン」によります。
　　 ２．実際蒸発量は、以下の条件における飽和蒸気の値です。

0.98MPa仕様　給水温度　15℃、蒸気圧力　0.49MPa
1.57MPa仕様　給水温度　15℃、蒸気圧力　1.18MPa
1.96MPa仕様　給水温度　15℃、蒸気圧力　1.57MPa

　　 ３．ボイラ効率は、JIS B 8222-1993の熱損失法により算出しています。但し、以下の条件とします。
0.98MPa仕様　蒸気圧力　0.49MPa、給水温度　15℃、給気温度　35℃
1.57MPa仕様　蒸気圧力　1.18MPa、給水温度　15℃、給気温度　35℃
1.96MPa仕様　蒸気圧力　1.57MPa、給水温度　15℃、給気温度　35℃

　　 ４．誤差として、以下の許容値を持つものとします。
　　　　・ボイラ効率の誤差：±1 ％　　・最大燃焼量（入力）の誤差：±3.5％
　　 ５．燃料消費量は、燃料の低発熱量を下記として算出しています。　　

13A：40.6 MJ/m3（N）　　A重油：42.7 MJ/kg（36.7 MJ/L） 、密度 0.86g/cm3
　　 ６．ガス配管は、ボイラ停止・運転・その他ガス設備運転時でも、供給ガス圧力が確保できるように施工してください。
　　 ７．燃料のA重油はJIS　1種1号重油（硫黄分0.5質量％以下）で、動粘度3.75mm2/s（at 50℃）以下を使用してください。
　　 ８．ボイラ本体にはエコノマイザが付属しています。給水温度は50℃以上にしてください。
　　　　なお、この場合、実際蒸発量基準として燃料消費量を低減します。
　　 ９．電源引込電線太さは、内線規程によるCVケーブル配線を使用した場合を示します。
　 １０．安全弁吹出し口の（　　）内は、屋外吹出し用の排気管口径を示します。

油燃料

油タンクボイラ

※プロパンガスは、着火時のみ使用

油燃焼油燃焼

ガスの供給が止まると…ガスの供給が止まると…

蒸気の供給が常に必要な施設に最適 大規模公共施設、BCP対策産業用工場、大型病院施設など

震災時、緊急時にインフラ(主燃料)の供給が停止しても
使用燃料を(ガス→油)切替えて運転可能

ガス燃料

油タンクボイラ

ガス燃焼ガス燃焼

プロパンガス
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